
事業名 カンボジア王国中学校体育科教育指導書作成支援・普及事業 （JICA 草の根技術協力事業） 

事業分類 スポーツを通じた開発支援 

支援団体 カンボジア王国 教育･青年･スポーツ省、地方教育局、モデル中学校 

活動理由 

カンボジアでは 1970 年代の内戦で、施設、人材･教材等、教育システムが根底から破壊された。1991 年のパリ和平

協定以降、教育インフラの再建は進められていたが、人間性の発達の根幹を担う情操教育には殆ど着手されていなか

った。なかでも国家の未来を担う子ども達の心身の健全な育成のために重要な役割を果たす体育科教育はほとんど

行われておらず、簡易運動に留まっていた。当会は、まず小学校体育科教育の復興のため、2006年から 11年に亘り、

教育･青年･スポーツ省、JICA、筑波大学との連携を図り、学習指導要領の新訂と指導書作成の支援、15 州の 13 教員

養成校と 33 小学校への普及と教育省の自立的普及のための人材育成等をおこなった。 

続いて 2015 年からは中学校体育科教育の支援を開始し、学習指導要領作成支援と人材育成のための事業を実施

した。2016年12月に学習指導要領が教育・青年・スポーツ省により認定され、体育の授業で、7領域20種目を通して、

「態度、知識、技能、協調性」を教えていくことが明記された。現在は、それに沿った指導書の作成支援と普及のための

ワークショップやモニタリングを実施している。 

引き続き、小・中学校の一貫した体育科教育の確立を目指して活動をおこなっていく計画である。 

本年度の活動概要 （2017 年 4 月～2018 年 3 月） 

１） 中学校体育科教育指導書作成支援事業（JICA 草の根技術協力事業）（2017 年 4 月

～2018 年 3 月） 

1. 指導書作成ワークショプ（2 回） 

• 指導書を作成するにあたって、フォーマットやスケジュール、記載方法等につい

て合意を図るためのワークショップ 

• 1 回は岡出美則教授（日本体育大学）、もう 1 回は鈴木聡准教授（東京学芸大

学）を講師として招聘した。 

2. 学習指導要領導入ワークショップ（国立体育・スポーツ研究所） 

• 体育教員養成機関である国立体育・スポーツ研究所に対して、新しい学習指導

要領を紹介するワークショップ 

3. 指導書ドラフト試行ワークショップ（プノンペン市、スヴァイリエン州、バッタンバン

州、各 1 回） 

• 作成中の指導書ドラフトを紹介して、より分かりやすい指導書に改善していくた

めに必要な情報を集めるためのワークショップ 

• ベースライン把握のため、新しい体育に対する教員の理解度を確認する質問票

による調査を実施 

4. 本邦研修（2017 年 11 月 12 日〜17 日） 

• 日本の体育を見たことのない、学校体育・スポーツ局担当官 1 名、国立体育・ス

ポーツ研究所担当官 5 名を対象とした岡山での体育研修（小学校 1 校、中学校

4 校を視察、岡山県教育庁、岡山大学で受講） 

• 体育の授業では、スポーツ技術だけを教えるのではなく、態度や知識も学ぶこと

を再確認した。 

5. 体育授業評価シート コンサルテーション・ワークショップ（1 回） 

• 体育授業をモニタリングする際に共通の視点で授業を評価できるようにするた

めの評価シートについて検討するワークショップ 

6. 体育授業モニタリング（プノンペン市、バッタンバン州、スヴァイリエン州、各 1 回） 

• プノンペン市とバッタンバン州とスヴァイリエン州の計 15校の中学校の体育授業 

• を、評価シートを利用して評価。 

次年度の実施計画 

• 指導書作成ワークショップ（4 回） 

• 指導書ドラフト試行ワークショップ（プノンペン、バッタンバン、スヴァイリエン）（各 2 回） 

• 指導書認定 

• 学習指導要領と指導書案の活用状況確認のモニタリング（プノンペン、バッタンバン、スヴァイリエン）（各 1 回） 

支援・協力団体 

（独法）国際協力機構（JICA）、日本体育大学、東京学芸大学、篠山 ABC マラソン大会実行委員会、みしまマラソン大

会実行委員会 
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